
国土交通省で「ジェンダー主流化」を進める背景

利用者の視点

担い手の視点

➢ 車の衝突試験では、男性の体を基準とするダミー人形が使用されていた。
（日本では、2024年度から運転席に女性のダミー人形を導入済）

➢ 暗いバス停などは、利用に際して特に女性は不安を感じやすい。
➢ 駅などにおいて女性トイレの行列が長い。

性別による違いが見落とされると、一部の人に使いにくさが生じる。
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国土交通分野の女性就業者比率は上昇傾向にあるが、低水準な産業も多い。

国土交通分野における女性就業者比率

国勢調査より

ジェンダー主流化は政府や民間の幅広い分野で推進するべき取組とされており、国土交通省の所管分野
においても多様な課題が存在。

➢ 「ジェンダー主流化を推進し、政府機関、民間企業や若者を含めた市民社会など全てのステークホルダーが連
携して一層の取組を進めていく必要がある。」（第6次男女共同参画基本計画、R8/3/13閣議決定）
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調査事例：バス停の照明に関する社会実験を実施（R8.2）

●本部設置に先立って実施した国土交通省「若手・中堅女性職員による懇談会」で寄せられた意見では、
暗いバス停での不安等が挙げられた。
●国内外の事例を踏まえ、ジェンダー主流化の観点の改善例として、バス停に照明を設置した際の利用
者の安心感への影響を検証する社会実験を行った（東京都大田区）。
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実験期間中の現地アンケート（n：男性28名、女性34名）

事前のWEBアンケート（n：男女150名ずつ）
Q.バス停に照明が設置・強化されれば、夜間の安心感は高まると思いますか。

照明を設置したバス停の様子
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とてもそう思う そう思う どちらとも思わない そう思わない まったくそう思わない

（期間限定（2週間）で照明を設置し、そのうち平日３日間でアンケートを収集）

Q.照明設置で安心感が高まったと感じますか。
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Ⅰ．はじめに

・ジェンダー主流化の定義

・行動方針の作成趣旨 等

Ⅱ．国土交通省におけるジェンダー主流化の意義

・利用者の視点からの意義

・担い手の視点からの意義

・社会・経済等の視点からの意義

Ⅲ．国土交通省のジェンダー主流化に係る取組

・推進体制

・これまでの取組

・今後の取組

国土交通省におけるジェンダー主流化の行動方針（仮称） 骨子（案）

方針案を作成後、事前に共有させていただきます。
※方針は、６月下旬に決定予定です。
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